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Visual Basic.NET（以下VB.NET）

やVisual C#.NET（以下C#）では“構

造化例外処理”がサポートされていま

す。例外処理は最近の本格的なプログ

ラミング言語には不可欠な“エラーリ

カバリ”の機能であるといわれていま

す。しかし、例外処理になじみのない

初心者の中にはプログラムの実行中に

「ハンドルされていない例外が発生しま

した」というようなメッセージが出る

と、どうしたらよいかわからない人が

いるようです。

また、プログラミングの経験がかなり

あっても、事前に問題を検出して修正

するようなエラー対処のためのコード

をプログラムの中に書くことと例外処

理との違いや、Visual Basic 6.0（以

下VB6.0）のときのエラー処理とVB

.NETやC#の例外処理がどのように違

うのか、よくわからない人もいるよう

です。これまで例外処理に真正面から

取り組んだことはありません。そこで

今回と次回は、.NETプログラムの例

外処理について考えてみます。

開発現場の驚き

プログラムを開発していると、途方

もないと思われるユーザーの要求に遭

遇することがよくあります。そして、

その原因の多くは、プログラマがプロ

グラミングのときにはまったく予期し

ていなかった使い方を、ユーザーはま

るで当然であるかのようにすることが

ある、という点にあるように思えます。

たとえば、フロッピーディスクやMO

のような取り外し可能な記憶媒体から

データを読み込んで編集しているとき

に、その記憶媒体をユーザーが装置か

ら取り出してしまうということがあり

ます。通常、そのようなことを行なう

とデータが消えてなくなってしまいま

すが、たとえそんな場合でも、編集中

のデータが失われてしまったのは、自

分の責任ではなくプログラムが不親切

だからだ、あるいはプログラムのバグ
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であると考えるユーザーは少なくあり

ません。

また、数値や英数文字を入力する場

所に、全角文字をユーザーが入力する

こともよくあります。プログラマは、

数値や英数文字は半角で入力されるの

が暗黙の了解であると想定することが

ありますが、ユーザーの中には全角文字

と半角文字の区別さえしない、あるい

は、全角文字と半角文字の違いを知ら

ずに“パソコン”（すなわちソフトウェ

ア）を使っている人も数多くいます。

そのようなケースに対して、「使用中

の記憶媒体を装置から取り出すなんて

もってのほか」とか「数値やアルファ

ベットは半角で入力するのが当然じゃ

ないか」という態度をとり、プログラ

マにとって都合の悪いことはすべて

“仕様”にしてしまうのもひとつの考え

方でしょう。実際問題として、現実的

な開発期間の中でユーザーのさまざま

な要求にすべて答えることは無理です。

また、一部のユーザーだけに役立ち、

多くのユーザーにとっては無意味な機

能や一部のユーザーのために過剰なエ

ラーリカバリのコードを組み込むため

に多大な時間とコストを割くことは、

ユーザー全体の利益には必ずしもなら

ないでしょう。

しかし、それでも“仕様”で片付け

る、というか、逃げているワケにはゆ

かない場合があります。そのひとつの

例を考えてみましょう。

全角半角問題

日本語環境のシステム特有の問題に、

「英数字やカタカナには“全角文字”と

“半角文字”がある」ということがあり

ます。

Unicodeには全角の英数字も定義さ

れているのですから、もっぱら英語だ

けを使うシステムであっても全角の英

数字を使うことはできます（図1）。つ

まり、全角の英数字の使用に関してい

えば、日本語環境のシステムであるか、

そうでないかという点でみると技術的

には変わりはなく、他の言語環境のシ

ステムでも全角半角問題は起こり得る

のです。しかし、実際問題としては、

日本語入力システム（以下IME）を常

時使う日本語環境のシステムでは、全

角文字と半角文字が問題になることが

よくあります。

たとえば、インターネットのホーム

ページ（以下Webページ）のフォーム

で、住所や電話番号、Eメールアドレ

スを入力するフィールドがあるとしま

す。その入力欄は、英数字を半角で入

力するようになっている場合と、全角

で入力するようになっている場合、そ

して、どちらでもよい場合があります。

Webページに何も指示がないので、

自分で“正しい”と判断した方法（あ

るいは正しいと信じて疑わない方法）

で各欄に情報を入力したら、「入力デー

タが間違っています」というメッセー

ジが表示されて、どこがどう間違って

いるのか容易にはわからない、という

サイトがあるのは困ったものです。

いちばんガッカリするのは、大量の

情報を入力することを要求するWebペ

ージで、要求された情報をすべて入力

して［送信］ボタンをクリックしたら、

全角文字と半角文字の違いで情報の登

図1：全角の英数文字の例

文字コードに注目。通常の（半角の）「J」の文字コードは「004A」、全角「J」の文字コードは「FF2A」




